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 高度に発達した現代医学であるが、感染症による疾患の治療は困難を伴う。その証
































子パターン(damage-associated molecular patterns; DAMPs)の関与について検討を行った。
近年、ある種のアジュバントが投与局所において軽度の細胞死を誘導し、DAMPs であ
る細胞内成分が漏出することにより自然免疫応答を誘導することが報告されている。






電荷リポソーム投与群のみで鼻腔洗浄液中に DAMPs が検出された。  
 次に、正電荷リポソームの経鼻投与によって鼻腔内に漏出した DAMPs が、粘膜ア
ジュバント活性に関与しているか否かを検討した。正電荷リポソームをモデル抗原で
あるオボアルブミン(OVA)と共に経鼻投与したのちに DAMPs 分解酵素で処理を行っ






 粘膜ワクチンシステムにおいては、粘膜固有層に存在する粘膜樹状細胞 (mucosal 
dendritic cells; mDCs)へ抗原を送達することが必要となる。第二章では、正電荷リポソ
ームの抗原送達キャリアとしての機能について検証を行った。当教室では既に、in vivo
にて正電荷リポソームが mDCs への抗原送達効率を増強することを報告している。  
 そこで本研究では、正電荷リポソームによる抗原の DCs 取り込み増強機構の解明を
目的とした。マウス樹状細胞株である DC2.4 細

























 肺炎球菌抗原としてほぼ全ての S. pneumoniae 株に発現する肺炎球菌抗原を作製し
用いた。作製した肺炎球菌抗原を正電荷リポソームとともに経鼻投与したところ、抗
原特異的粘膜 IgA および血清 IgG 産生の亢進がみられた。次に、本リポソームワクチ
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